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ハリケーン後の米国経済と7-9月期決算の見通し

2017年10月5日

 17年8月末から9月にかけて大型ハリケーンが米国を直撃する中でも、足元の経済指標は米国経済の底堅さを示唆。

 9月の製造業・非製造業景気指数は04～05年以来の高水準に上昇。新車販売は買い替え需要が押し上げ。

 好調な経済指標から米国株は史上最高値を更新。製造業景気指数が底を打った15年末頃から上昇相場が続く。

 今後の市場の注目は7-9月期の米企業決算の動向に。経済活動の好調が企業業績を押し上げると期待される。

ハリケーン襲来後も米国経済は底堅さを維持

2017年8月末から9月にかけて大型ハリケーン（ハー

ビー、イルマ）が米国を直撃しましたが、足元の経済指標

は米国経済が底堅さを維持していることを示唆しています。

米供給管理協会（ISM）が公表した9月の製造業景気指

数は2004年5月以来の高水準（60.8）へ上昇し、非製造

業の景気指数も2005年8月以来の高水準（59.8）となりま

した（図1）。大型ハリケーンによる被害の影響から、製品

納期の遅れや原材料価格の上昇はみられたものの、生産

活動や受注、雇用などは改善基調が維持されました。

また、9月の米新車販売台数は前年比6.1％増の152.4

万台と、市場予想（0.4％増）を大きく上回る結果となりまし

た。大型ハリケーンの洪水被害による自動車の買い替え

需要が販売の押し上げ要因となったとみられています。

7-9月期の米企業決算の出だしは堅調

今後の市場の注目は2017年7-9月期の米企業決算の

動向に集まりそうです。10月4日時点でS&P500指数採用

銘柄のうち21社が7-9月期決算を公表する中、18社（約

86％）の一株当たり利益が市場予想を上回るなど、決算

発表の出だしは堅調となっています。

ファクトセットのコンセンサス集計によれば、2017年7-9

月期のS&P500指数の一株当たり利益は前年比+3.5％

増と予想されています（図2）。7-9月期は二桁増益となっ

た上半期から増益率の鈍化が見込まれるものの、経済活

動の好調が業績押し上げ要因になると期待されます。

図2：S&P500指数の一株当たり利益（EPS）伸び率

（出所）米供給管理協会（ISM）、ブルームバーグ
（期間）2010年1月～2017年9月

図1：米製造業・非製造業景気指数とS&P500指数

（出所）ファクトセット （注）予想は2017年9月29日時点

経済指標好調に支えられ米国株は最高値を更新

好調な経済指標に支えられ、米国株（S&P500指数）は

史上最高値を更新しています（図1）。米国の景気サイク

ルと米国株の関係を見ると、製造業景気指数が底を打っ

た2015年末頃から米国株の上昇相場が継続しています。
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